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基本構想（原案） 

まちづくりの基本理念 

（１）幸福実感を高める 
 まちづくりの最大の目標は、市民一人ひとりが幸せを実感できることです。 

 誰一人取り残すことのない、笑顔あふれるまちづくりを進めます。 

（２）共に生き、共に創る 
 吉川市にかかわるすべての人々が、お互いを認め合い、支え合う中で、それぞれ

のアイデアや力を出し合いながら、共にまちづくりを進めます。 

（３）誇れるまちを未来へ 
 先人たちが築いてきた歴史、文化、まちの特色を大切に磨き、さらに新たな魅力

を発見・創造し、まちの価値を高めるとともに、持続可能なまちづくりを進めることに

より、誇れるまちを未来へつなげていきます。 

将来都市像は、シンプルで、わかりやすいものとしました。 

幸せつながる…幸福感が、自分自身だけでなく、周りにも連鎖してつながっていくイメ

ージや、未来につながっていくイメージを表現しました。 

みんなのまち…多様性を包摂する(包み込む)イメージや、協働によるまちづくりのイ

メージを表現しました。 

将来都市像 

幸せつながる みんなのまち よしかわ
みどり豊かな自然が感じられる快適な住環境。 

活気ある地域産業と先人たちが築いてきた歴史や文化。 

人と人とが認め合い、支え合う、健康で笑顔あふれる暮らし。 

そこで生まれる幸せが家族や地域に広がり、共に世代を超えて未来につなぐ。 

そうしたまちを、私たちはめざします。 

将来都市像は、市が計画の推進により将来的

にめざすまちの姿です。 

まちづくりの基本理念は、将来都市像の実現に

向けてまちづくりを進めるための考え方です。 

（１）幸福実感を高める…「誰一人取り残すことのない」をキーワードに、一部の人

だけではなく、市民の誰もが幸福実感を高められるまちづくりの理念を表現しまし

た。 

（２）共に生き、共に創る…価値観などが多様化する中で、多様性を認め、支え

合い、それぞれが個性を発揮できる、協働によるまちづくりの理念を表現しました。 

（３）誇れるまちを未来へ…歴史あるものを大切に残しながら、今あるまちの特色を

磨き、さらに新たなまちの魅力をつくり上げていくことで、まちの価値を高め、誇れるま

ちがいつまでも続いていく、未来へつなぐまちづくりの理念を表現しました。 

 

将来都市構想は、将来のまちの姿について、長期的かつ大きな方針・方向性を表すもので、空間構成要

素である、面（土地利用）、点（拠点）、線（都市軸）の３つの視点で示します。 

にぎわい交流拠点 
吉川駅及び吉川美南駅を
中心とするエリアは、多様な
都市機能が充実した多くの
人々が集う、にぎわいと交流
の場を創出する拠点としま
す。 

コミュニティ交流拠点 
市役所及び市民交流センターおあ
しすを中心とするエリアは、市民・地
域・行政の交流を深める拠点としま
す。 

産業振興拠点 
（工業･農業等） 
三郷料金所スマート
インターチェンジ周辺
エリアは、工業生産
機能や、農業振興機
能などの多様な産業
の振興を図る拠点と
します。 

【土地利用について】 

① 住宅系地域 

災害に強く快適な住環境を有

する住宅地を形成します。 

② 商業系地域 

市民生活を支える魅力ある商

業地を形成します。 

③ 工業系地域 

周辺環境に配慮した活力ある

工業地を形成します。 

④ 農地及び集落地域 

緑豊かな田園環境を有する農

地及び集落地域を形成しま

す。 

⑤ 産業系まちづくり地域 

高速道路インターチェンジ付近

の広域的な交通利便性の高い

地域は、工業地の整備や農業

施設の整備など多様な産業の

誘導を図り、既存の農地及び

集落地と産業が調和するまち

づくりをめざします。 

⑥ 複合系まちづくり地域 

吉川駅及び吉川美南駅付近

に広がる交通利便性の高い地

域は、教育・文化施設や防災

施設、産業振興施設など、都

市機能の充実に向けた複合的

なまちづくりをめざします。 

⑦ 水辺レクリエーション地域 

自然とふれあうことのできる水辺

空間を形成します。 

水辺交流拠点 

水辺交流拠点 

水辺交流拠点 
江戸川や中川の河川敷などは、スポー
ツなどを通じた交流の場や水辺を生か
した憩いの場を創出する拠点とします。 

農業交流拠点 
市民農園を中心とするエリアは、農業との
ふれあいの場や、農業を通じた交流の場を
創出する拠点とします。 

工業振興拠点 
東埼玉テクノポリスとその周辺エリアは、工業の
振興を図る拠点とします。 

【都市軸について】 

都市軸構想は、交通利便性の向上を図るとともに、

市内各拠点や公共施設等へのネットワークの強化を

図るため、広域的な都市間の移動を支える「都市

間軸」と、円滑な都市内の移動を支える「都市内

軸」で形成します。また、本市の特色である河川を

生物等の移動も支える「水と緑の中心軸」とします。 


